
｢文字の歌」としての「童謡」「表相」

と
し
わ
か
ぐ
う
す
る
み
こ
い
と
も
う
す
る
み
こ

（ｅ）年少失王最失王也破注非綾雌牡鄙薙僻争瀞御

一
は
じ
め
に

鍵峨壷蝿謹曲鮴鰡禦臓執認織“殻ぅら銃

「
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
「
霊
異
記
』
）
に
は
、
歌
謡
が
十
首
存
在
す
る
。

（
下
巻
第
三
十
八
縁
。
以
下
同
）

ほ
ふ
し
ら
を
も
は
き
た
り
と
あ
な
づ
れ
ど
そ
が
な
か
に
こ
し
お
ぴ
こ
も
づ
ち
さ
が
れ
る
ぞ

そ
の
う
ち
上
巻
第
二
縁
に
み
え
る
、
狐
の
正
体
を
顕
し
た
が
た
め
に
去
る

（
ｆ
）
法
師
等
乎
桾
着
軽
侮
曾
之
中
腰
帯
薦
槌
懸

い
や
た
つ
と
き
ど
き
か
し
こ
き
き
み
や

妻
を
恋
う
夫
が
う
た
っ
た
歌
、
上
巻
第
四
縁
に
お
け
る
聖
徳
太
子
に
窮
地
弥
発
時
々
畏
卿
耶

わ
が
く
ろ
み
そ
ひ
ま
た
に
ね
た
ま
へ
ひ
と
と
な
る
ま
で

を
救
わ
れ
た
「
乞
匂
」
の
歌
、
中
巻
第
二
縁
に
お
け
る
弟
子
信
行
の
死
を

（
９
）
我
之
黒
見
曾
比
麻
多
永
宿
給
へ
人
成
マ
テ

ま
さ
に
こ
の
も
と
を
み
れ
ば
だ
い
と
く
を
し
ふ
く
れ
て
ぞ
た
ち
き
た
る

嘆
く
行
基
の
歌
の
三
首
を
除
い
た
七
首
は
、
い
ず
れ
も
事
件
の
発
生
を
未
（
ｈ
）
正
相
木
本
者
大
徳
食
肥
而
立
来
也

あ
さ
ひ
き
す
と
よ
ら
の
て
ら
の
に
し
な
る
や
お
し
て
や
さ
く
ら
い
に
お
し
て
や

然
に
予
兆
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
表
相
」
の
歌
で
あ
る
。

（
ｉ
）
朝
日
刺
豊
浦
寺
西
有
耶
押
天
耶
桜
井
永
押
天
耶

こ

ひ

は

み

な

わ

が

う

へ

に

お

ち

ぬ

た

ま

か

ぎ

る

お
し
て
や
さ
く
ら
い
に
し
ら
た
ま
し
づ
く
や
よ
き
た
ま
し
づ
く
や
お
し
て
や

（
ａ
）
古
比
波
未
奈
和
我
宇
弊
邇
於
知
奴
多
万
可
支
流
押
天
耶
桜
井
永
白
玉
磯
著
耶
吉
玉
磯
著
耶
押
天
耶

は

ろ

か

に

み

え

て

い

に

し

こ

ゆ

ゑ

に

お
し
て
や
し
か
し
て
は
く
に
ぞ
さ
か
え
む
わ
ぎ
へ
ぞ
き
か
え
む
や
お
し
て
や

波
呂
可
邇
美
江
天
伊
爾
師
古
由
恵
邇
（
上
巻
第
二
縁
）
押
天
耶
然
而
者
国
曾
栄
我
家
曾
栄
耶
押
天
耶

い
か
る
が
の
と
み
の
お
が
は
の
た
え
ば
こ
そ
お
ほ
み
や
に
た
だ
に
む
か
へ
る
や
く
の
ざ
か
い
た
く
な
ふ
み
そ
つ
ち
に
は
あ
り
と
も

（
ｂ
）
伊
可
流
可
乃
卜
三
乃
乎
可
波
乃
太
江
波
己
曾
（
ｊ
）
大
宮
二
直
向
山
部
之
坂
痛
奈
不
践
曾
土
ニ
ハ
有
止
モ

わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
わ
す
ら
れ
め

和
可
於
保
支
見
乃
三
奈
和
数
良
礼
女
（
上
巻
第
四
縁
）
（
ｄ
）
は
中
巻
第
三
十
三
縁
に
み
え
る
大
和
国
十
市
郡
蓄
知
村
に
住
む

か

ら

す

と

い

ふ

お

ほ

を

そ

と

り

の

こ

と

を

の

め

（
Ｃ
）
加
良
須
止
伊
布
於
保
乎
蘇
止
利
能
去
止
乎
能
米
鏡
作
造
の
女
子
が
、
求
婚
さ
れ
た
男
と
初
夜
を
迎
え
た
明
朝
、
頭
と
指
を

と

も

に

と

い

ひ

て

さ

き

だ

ち

い

ぬ

る

止
母
爾
止
伊
比
天
佐
岐
陀
智
伊
奴
留
（
中
巻
第
二
縁
）
残
し
て
食
い
殺
さ
れ
た
事
件
を
予
兆
し
て
い
た
と
い
う
歌
謡
で
あ
る
。
下

な

れ

を

ぞ

よ

め

に

ほ

し

と

た

れ

あ

む

ち

の

こ

む

ち

の

よ

ろ

（
ｄ
）
奈
礼
乎
曾
與
曄
爾
保
師
登
多
礼
阿
牟
知
能
古
牟
智
能
余
呂
巻
第
三
十
八
縁
に
み
え
る
（
ｅ
）
（
ｆ
）
（
９
）
（
ｈ
）
（
ｉ
）
（
ｊ
）
は
、

づ
の
こ
な
む
な
む
や
ひ
じ
り
ぴ
と
さ
か
も
ざ
か
も
も
ち
す
す
り

豆
能
古
南
元
々
々
邪
仙
佐
加
文
佐
加
母
持
酒
之
利
道
祖
王
ほ
か
王
た
ち
の
死
や
淳
仁
の
退
位
と
配
流
、
道
鏡
の
台
頭
、
光
仁

の

り

ま

う

し

や

ま

の

ち

し

き

あ

ま

し

に

あ

ま

し

に

法
万
宇
師
夜
万
能
知
識
阿
万
志
爾
々
々
々
々
と
桓
武
の
即
位
と
い
っ
た
聖
武
崩
御
よ
り
以
降
の
「
日
本
国
」
の
政
治
の

（
中
巻
第
三
十
三
縁
）
動
向
に
係
わ
る
事
件
を
未
然
に
予
兆
し
て
い
た
と
い
う
歌
謡
で
あ
る
。
と

「
文
字
の
歌
」
と
し
て
の
豆
里
謡
」
「
表
相
」
山
本
大
介

特
集
・
古
代
文
学
に
お
け
る
地
域
性
ｌ
音
と
文
字
か
ら
考
え
る
Ｉ

ｌ
『
続
日
本
紀
』
、
『
日
本
霊
異
記
』
を
中
心
に
Ｉ

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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特集・古代文学における地域性

り
わ
け
下
巻
第
三
十
八
縁
に
お
い
て
は
、
以
上
の
歌
謡
に
よ
る
「
表
相
」

と
そ
の
後
に
起
こ
っ
た
事
件
に
あ
た
る
「
表
答
」
と
の
対
応
関
係
を
並
べ

て
記
す
歴
史
叙
述
を
構
成
し
て
い
る
。

以
上
の
「
霊
異
記
』
に
記
載
さ
れ
た
歌
謡
十
首
の
表
記
に
着
目
す
る

と
、
（
ａ
）
（
ｂ
）
（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
音
仮
名
に
よ
る
一
字
一
音
の
表
記

がなされている。対して、（ｄ）（ｅ）（ｆ）（９）（ｈ）（ｉ）（ｊ）

の
所
謂
「
表
相
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
音
仮
名

に
よ
る
表
記
で
は
な
く
、
訓
字
に
よ
る
表
記
、
あ
る
い
は
下
巻
第
三
十
八

縁
に
お
い
て
は
助
字
が
小
字
で
記
さ
れ
た
宣
命
体
に
類
す
る
表
記
で
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
（
ａ
）
（
ｂ
）
（
Ｃ
）
の
叙
情
的
な
歌
謡
に
つ
い
て
は
音
仮

名
に
よ
る
一
字
一
音
表
記
、
予
兆
を
意
味
す
る
「
表
相
」
の
歌
謡
に
つ
い

て
は
音
仮
名
と
訓
字
に
よ
る
表
記
で
記
す
と
い
う
、
歌
謡
の
表
記
方
法
に

お
い
て
一
定
の
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
に
記
さ
れ
た
光
仁
帝
の
即

位
と
桓
武
帝
の
即
位
の
予
兆
と
さ
れ
る
歌
謡
（
ｉ
）
（
ｊ
）
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
史
書
と
催
馬
楽
に
類
歌
が
存
在
す
る
。

（
ｋ
）
葛
城
寺
乃
前
在
也
。
豊
浦
寺
乃
西
在
也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。

桜井ホ。白壁之豆久也。好壁之豆久也。於志止度。刀志止度。

然
為
波
。
国
曾
昌
由
流
也
。
吾
家
良
曾
昌
由
流
也
。
於
志
止
度
。
刀
志

止
度

（
１
）
可
川
良
支
乃
天
良
乃
末
戸
名
留
也
止
与
良
乃
天
良
乃
永

之
奈
留
也
江
乃
波
為
永
之
良
太
万
之
川
久
也
末
之
良
太

末
之
川
久
也
於
々
之
止
々
於
之
止
々
之
加
之
天
波
久

永
曾
左
加
江
元
也
和
伊
戸
良
曾
止
美
世
元
也
於
々
之

止
々
止
之
屯
止
於
々
之
屯
止
止
之
屯
止

（
、
）
於
保
美
野
邇
。
多
太
仁
武
賀
倍
流
。
野
倍
能
佐
賀
。
伊
太
久
那

布
美
蘇
。
都
知
仁
波
阿
利
登
毛
。

（
ｋ
）
は
『
続
日
本
紀
」
巻
第
三
十
一
、
光
仁
天
皇
即
位
前
紀
に
記
載

さ
れ
た
光
仁
登
極
の
予
兆
と
さ
れ
る
「
童
謡
」
、
（
ｌ
）
は
催
馬
楽
「
葛
城
」
、

（
、
）
は
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
、
大
同
元
年
四
月
七
日
条
所
載
の
桓
武

天
皇
莞
伝
の
な
か
に
み
え
る
桓
武
登
極
の
予
兆
を
示
す
「
童
謡
」
で
あ
る
。

歌
謡
の
表
記
に
着
目
す
る
と
、
『
続
日
本
紀
』
の
（
ｋ
）
は
「
霊
異
記
』

の
（
ｉ
）
と
同
じ
く
音
仮
名
と
訓
字
に
よ
る
宣
命
体
に
類
す
る
表
記
で
記

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
（
１
）
（
、
）
の
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
音
仮
名
に
よ

る
一
字
一
音
の
表
記
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
歌
謡
が
う
た
わ

れ
た
奈
良
末
平
安
初
期
に
お
い
て
、
予
兆
歌
謡
は
音
仮
名
主
体
で
も
訓
字

主
体
で
も
記
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
で
あ
る

な
ら
ば
、
『
霊
異
記
』
と
『
続
日
本
紀
」
が
一
字
一
音
で
な
く
訓
字
で
予

兆
歌
謡
を
叙
述
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

『
続
日
本
紀
』
所
載
の
光
仁
登
極
の
予
兆
歌
謡
（
１
）
で
は
、
「
識
者
」

の
解
釈
に
よ
り
、
歌
詞
の
「
井
」
は
井
上
内
親
王
の
名
の
意
、
「
白
壁
」

は
光
仁
の
諄
の
意
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
を
根
拠
に
「
童
謡
」
が
光
仁
登

極
の
予
兆
で
あ
る
と
す
る
。
と
り
わ
け
「
白
壁
」
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
「
霊

異
記
」
や
催
馬
楽
「
葛
城
」
の
類
歌
に
「
白
玉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
白

壁
」
か
「
白
壁
」
か
が
問
題
と
な
り
、
類
歌
と
同
じ
く
「
白
壁
」
と
す
る
説
、

光
仁
の
謹
と
の
符
合
を
根
拠
に
「
白
壁
」
と
す
る
説
、
「
白
壁
」
を
「
白
壁
」

の
付
会
と
す
る
説
、
「
白
壁
」
「
白
壁
」
い
ず
れ
に
も
読
め
る
字
で
書
か
れ

（１）

た
と
す
る
見
解
な
ど
、
諸
説
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
沖
森
卓
也
氏
は
、

『
日
本
書
紀
」
の
「
童
謡
」
が
万
葉
仮
名
に
よ
る
一
宇
一
音
の
表
記
で
あ

る
の
に
対
し
、
『
続
日
本
紀
』
所
載
の
（
１
）
が
「
宣
命
体
で
書
か
れ
て
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｢文字の歌」としての「童謡」「表相」

い
る
」
こ
と
に
着
目
し
、
「
『
続
日
本
紀
』
が
宣
命
書
き
を
す
る
の
は
、
「
漢

書
』
や
「
後
漢
書
』
の
童
謡
の
影
響
に
よ
る
た
め
で
、
そ
れ
ゆ
え
表
意
意

（２）

識
を
主
体
に
し
て
漢
文
風
に
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
『
続
日
本
紀
』

の
「
童
謡
」
の
宣
命
書
き
に
中
国
の
史
書
五
行
志
の
「
童
謡
」
の
影
響
を

認
め
る
に
加
え
、
宣
命
書
き
に
よ
る
漢
文
風
の
表
記
は
「
表
意
意
識
を
主

体
」
と
し
た
表
記
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
末
次
智
氏
は
、
沖
森
氏
の
説

を
受
け
て
、

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
白
壁
」
と
「
白
壁
」
の
違
い
が
、
文
字
の

相
違
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
白
壁
」
へ
改
変
さ

れ
た
と
す
れ
ば
、
文
字
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
う
た
は
文
字
上
の
大
き
な
特
色
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
続
日
本
紀
」
の
う
た
（
歌
謡
）
七
首
の
う
ち
、
こ
れ
の
み
が
宣
命

体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
…
…
）
こ
こ
に
も
、
文
字
へ

の
強
い
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ワ
ザ
ウ
タ
記
述
の
背
後

（３）

に
隠
れ
て
い
た
編
者
意
識
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
、
（
１
）
の
「
童
謡
」
の
表
記
に
「
続
日
本
紀
」
編
者
の
「
文
字
へ
の

強
い
こ
だ
わ
り
」
を
指
摘
す
る
。
両
氏
の
見
解
は
、
（
１
）
の
「
童
謡
」

の
叙
述
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
「
表
意
意
識
」
「
文
字
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
」

を
指
摘
し
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
（
１
）

の
「
童
謡
」
と
し
て
の
あ
り
よ
う
は
「
童
謡
」
の
文
字
に
内
在
さ
れ
た
「
表

意
意
識
」
「
文
字
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
な
ら
ば
、
「
童
謡
」
の
予
兆
歌
謡
と
し
て
の
神
秘
性
を
支
え

る
「
文
字
へ
の
こ
だ
わ
り
」
「
表
意
意
識
」
と
、
「
童
謡
」
が
一
字
一
音
で

な
い
か
た
ち
で
叙
述
さ
れ
る
こ
と
と
は
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
な
い
。
さ

ら
に
い
え
ば
、
表
意
性
を
抱
え
た
文
字
に
よ
る
文
字
列
で
も
っ
て
「
童
謡
」

を
叙
述
す
る
こ
と
と
、
世
間
で
流
行
し
た
歌
の
声
や
こ
と
ば
の
奥
深
く
に

秘
さ
れ
た
事
件
の
予
兆
と
し
て
の
意
味
を
解
読
す
る
知
と
は
不
可
分
の
関

係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
様
の
こ
と
は
、
（
１
）
の
「
童
謡
」

と
同
じ
く
訓
字
と
音
仮
名
と
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
霊
異
記
』
の
予
兆
歌

謡
に
お
い
て
も
い
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
字
一
音
で
な
く
訓
字
と
音
仮
名
を
通
し
て
記
す
と
い
う
「
表
意
意
識
」

を
主
体
と
し
た
表
記
で
も
っ
て
予
兆
歌
謡
を
記
す
こ
と
は
、
予
兆
歌
謡
の

あ
り
よ
う
Ｉ
世
間
で
流
行
し
た
歌
謡
と
歌
謡
を
予
兆
と
し
て
読
み
解
く
解

釈
の
知
と
の
相
関
関
係
、
事
件
を
予
兆
す
る
歌
謡
を
通
し
て
構
成
さ
れ
る

歴
史
叙
述
と
の
関
係
ｌ
と
如
何
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
『
続
日
本
紀
』
所
載
の
「
童
謡
」
と
『
霊

異
記
』
所
載
の
「
表
相
」
歌
謡
に
つ
い
て
、
歌
謡
の
文
字
表
記
と
解
釈
と

（４）

の
関
係
を
考
察
す
る
。

「
童
謡
」
と
は
、
と
り
わ
け
政
治
の
中
枢
に
関
わ
る
事
件
の
動
向
に
つ

い
て
、
事
件
の
発
生
よ
り
以
前
に
世
間
で
流
行
し
て
い
た
歌
謡
に
よ
っ
て

す
で
に
予
兆
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
歌
謡
を
い
う
。
中
国
、
朝
鮮
の
史

書
に
み
え
、
日
本
で
は
「
霊
異
記
』
以
前
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
な
か
に

み
え
る
。
と
り
わ
け
皇
極
紀
以
降
の
予
兆
歌
謡
に
つ
い
て
は
、
「
童
謡
」

と
記
さ
れ
、
「
漢
書
」
『
後
漢
書
』
「
晋
書
」
な
ど
中
国
史
書
五
行
志
に
み

（５）

え
る
「
詩
妖
」
「
謡
」
「
童
謡
」
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
童

謡
」
は
事
件
と
対
応
す
る
か
た
ち
で
史
書
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
歴
史

叙
述
を
構
成
す
る
。
世
間
に
流
行
し
た
歌
の
声
を
、
時
の
政
治
動
向
と
密

｜
｜
「
童
謡
」
を
記
す
文
字
列
と
予
兆
と
し
て
の
意
味

Ｉ
『
日
本
圭
塁
壁
の
菫
里
雲
些
と
塞
緬
日
本
幻
些
の
二
塁
詮
Ｉ

-６９-
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ま
ず
は
『
日
本
書
紀
』
の
「
童
謡
」
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
て
考
察
す
る
。

戊
午
、
蘇
我
臣
入
鹿
独
謀
、
将
廃
上
宮
王
等
、
而
立
古
人
大
兄
為
天

皇
。
干
時
、
有
童
謡
日
、

い

は

の

へ

に

こ

さ

る

こ

め

や

く

こ

め

だ

に

も

伊
波
能
杯
傭
古
佐
屡
渠
梅
野
倶
渠
梅
多
傭
母

た

げ

て

と

ほ

ら

せ

か

ま

し

し

の

を

ぢ

多
擬
底
騰
衷
嚥
栖
、
歌
麻
之
之
能
烏
脈
。

（
『
日
本
書
紀
』
皇
極
二
年
十
月
条
）

蘇
我
入
鹿
が
聖
徳
太
子
の
御
子
た
ち
を
廃
し
、
古
人
大
兄
を
立
て
て
天

皇
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
う
た
わ
れ
た
の
が
右
の
「
童
謡
」
で
あ
る
。

岩
の
上
の
猿
が
米
を
焼
い
て
山
羊
に
供
え
て
食
べ
る
よ
う
お
願
い
す
る
と

い
う
歌
の
内
容
は
、
「
日
本
書
紀
」
新
全
集
本
頭
注
に
よ
る
と
「
春
の
初

め
の
豊
穣
を
祈
る
予
祝
歌
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
童
謡
」
に
続
く
割
注
に
「
蘇

我
臣
入
鹿
、
深
忌
上
宮
王
等
威
名
、
振
於
天
下
、
独
謨
僧
立
」
と
記
さ
れ
、

さ
ら
に
翌
月
十
一
月
条
に
お
い
て
は
、
歌
の
表
層
の
歌
詞
か
ら
窺
わ
れ
る

予
祝
歌
と
し
て
の
意
味
と
は
異
な
る
歌
意
が
明
ら
か
に
な
る
。

時
人
、
説
前
謡
之
応
日
、
以
伊
波
能
杯
個
、
而
嶮
上
宮
。
以
古
佐
屡
、

而
嶮
林
臣
。
琳
維
。
以
渠
梅
野
倶
、
而
嶮
焼
上
宮
。
以
渠
梅
柁
侭
母
、

接
な
事
件
の
発
生
と
関
連
さ
せ
た
歌
の
解
釈
と
と
も
に
史
書
の
な
か
に
編

成
さ
せ
た
歴
史
叙
述
は
、
編
纂
者
や
叙
述
者
の
歴
史
観
や
自
土
意
識
を
テ

キ
ス
ト
に
内
包
さ
せ
る
。
い
わ
ば
、
事
件
の
予
兆
と
し
て
の
歌
謡
と
事
件

の
発
生
と
の
関
連
性
を
通
し
て
歴
史
観
や
地
域
性
を
構
築
す
る
実
践
や
知

の
あ
り
よ
う
と
し
て
「
童
謡
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
、
「
日
本
書
紀
』
と
「
続
日
本
紀
」
の
「
童
謡
」
を
比
較
し
な
が
ら
、

歌
謡
の
文
字
表
記
と
歌
謡
を
事
件
の
予
兆
で
あ
る
と
す
る
解
釈
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

陀
磯
底
騰
衷
羅
栖
、
河
麻
之
々
能
鳴
脈
、
而
嶮
山
背
王
之
頭
髪
斑
雑

毛
似
山
羊
。
又
棄
捨
其
宮
匿
深
山
相
也
。

含
日
本
書
紀
」
皇
極
二
年
十
一
月
条
）

「
時
人
」
の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
岩
の
上
に
」
と
は
「
上
宮
」
の
瞼
、
「
小

猿
」
と
は
林
臣
（
蘇
我
入
鹿
）
」
の
瞼
、
「
米
焼
く
」
と
は
「
上
宮
を
焼
く
」

こ
と
の
瞼
、
「
米
だ
に
も
」
以
下
は
「
山
背
王
の
頭
髪
が
山
羊
に
似
て
い

る
こ
と
」
の
瞼
で
あ
る
と
し
、
「
山
背
大
兄
が
宮
を
捨
て
て
深
山
に
隠
れ

た
こ
と
の
予
兆
」
で
あ
る
と
い
う
。
「
童
謡
」
の
歌
詞
の
言
葉
の
奥
に
秘

め
ら
れ
た
意
味
が
、
「
瞼
」
「
相
」
と
い
う
か
た
ち
で
解
読
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
童
謡
」
と
歌
謡
の
言
葉
か
ら
解
読
さ
れ
る
意
味
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
、
吉
田
修
作
氏
の
見
解
が
注
目
さ
れ
る
。
吉
田
氏
は
、
古

代
に
お
け
る
「
言
霊
」
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
民
間
の
歌
の
な
か
に

お
け
る
「
言
霊
」
と
は
「
さ
き
は
ひ
」
と
「
わ
ざ
わ
ひ
」
の
い
ず
れ
か
を

も
た
ら
す
か
不
明
な
、
「
多
義
的
な
混
沌
性
を
抱
え
込
ん
だ
言
語
観
念
、

言
語
信
仰
」
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
が
「
童
謡
」
に

端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
歌
の
意
味
が
解
釈
さ
れ

る
以
前
の
「
童
謡
」
は
、
「
さ
き
は
ひ
」
「
わ
ざ
わ
ひ
」
い
ず
れ
に
も
な
り

え
る
多
義
的
な
混
沌
性
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
「
時
人
」
ら
に
よ
っ
て
「
童

謡
」
が
内
包
す
る
「
瞼
」
が
解
き
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
言
霊

（６）

の
さ
き
は
ふ
」
「
言
霊
の
わ
ざ
わ
ふ
」
が
招
来
さ
れ
る
と
解
く
。

先
の
「
童
謡
」
で
い
う
な
ら
ば
、
小
猿
が
焼
米
を
山
羊
に
供
え
る
と
い

う
歌
謡
の
歌
こ
と
ば
の
表
層
か
ら
う
か
が
え
る
様
相
は
「
混
沌
性
」
を
抱

え
た
あ
り
よ
う
と
し
て
あ
り
、
「
時
人
」
に
よ
る
解
読
を
通
し
て
歌
謡
が

内
包
す
る
「
混
沌
」
の
な
か
か
ら
予
兆
と
し
て
の
意
味
が
「
瞼
」
「
相
」

と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
歌
謡
に
予
兆
と
し
て
の
意
味
が
新
た
に
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付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
謡
は
「
童
謡
」
に
な
る
と
捉
え
る
こ
と

ができる。

「
童
謡
」
の
表
記
に
注
目
す
る
と
、
「
日
本
書
紀
』
の
「
童
謡
」
は
前
掲

の
用
例
に
限
ら
ず
総
じ
て
一
字
一
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
一
字
一
音
の

音
仮
名
に
よ
る
「
童
謡
」
の
表
記
と
時
人
に
よ
る
歌
の
解
釈
と
に
は
、
一

見
相
関
関
係
が
う
か
が
わ
れ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
「
童
謡
」
に
み
え
る
「
童
謡
」

を
叙
述
す
る
表
記
と
「
童
謡
」
の
解
釈
と
の
関
係
性
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
「
童

謡
」
に
お
い
て
は
様
相
が
異
な
る
。
改
め
て
「
続
日
本
紀
』
に
記
載
さ
れ

た
光
仁
登
極
の
童
謡
（
１
）
を
、
歌
の
解
釈
と
関
わ
る
前
後
の
文
章
と
併

せ
て
引
用
す
る
。

喜
龍
潜
之
時
。
童
謡
日
。

葛
城
寺
乃
前
在
也
。
豊
浦
寺
乃
西
在
也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。

桜
井
ホ
。
白
壁
之
豆
久
也
。
好
壁
之
豆
久
也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。

然
為
波
。
国
曾
昌
由
流
也
。
吾
家
良
曾
昌
由
流
也
。
於
志
止
度
。
刀
志

止
度
ｏ

ま
ず
、
『
日
本
書
紀
」
の
「
童
謡
」
が
一
字
一
音
表
記
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
続
日
本
紀
」
の
「
童
謡
」
は
訓
字
と
音
仮
名
に
よ
る
宣
命
書
き
に
よ
っ

て
叙
述
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
続
日
本
紀
』
の
童
謡
で
は
、
訓
字
で
書
か
れ
た
歌
の
文
字
が
、

歌
の
解
釈
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
「
童
謡
」
を
解
釈
し
た
「
識
者
」
は
、

「
童
謡
」
の
歌
詞
「
桜
井
」
の
「
井
」
に
妃
と
な
っ
た
井
上
内
親
王
を
、
「
白
壁
」

に
光
仁
の
諄
で
あ
る
「
白
壁
」
と
の
符
合
を
見
出
し
、
こ
れ
ら
を
根
拠
に
「
天

天
皇
之
諄
。
蓋
天
皇
登
極
之
徴
也

干
時
井
上
内
親
王
為
妃
。
識
者
以
為
。
井
則
内
親
王
之
名
。
白
壁
為

０

皇
登
極
の
徴
」
と
の
見
解
を
下
す
。
先
の
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

「
童
謡
」
に
お
い
て
光
仁
登
極
の
根
拠
と
な
る
「
白
壁
」
の
歌
詞
に
つ
い
て
、

「
白
壁
」
か
「
白
壁
」
か
、
あ
る
い
は
両
方
と
も
と
れ
る
多
層
性
を
抱
え

た
表
記
な
の
か
、
諸
説
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
「
識
者
」
の
解
読
に
天

皇
の
諄
と
あ
る
こ
と
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
童
謡
」
の
歌
詞

は
「
白
壁
」
と
す
る
の
が
整
合
性
が
あ
る
。
し
か
し
「
白
壁
」
に
し
ろ
「
白

壁
」
に
し
ろ
、
光
仁
の
諄
で
あ
る
「
白
壁
」
を
想
起
さ
せ
る
文
字
で
あ
る

「
壁
」
「
壁
」
で
あ
る
こ
と
に
、
こ
の
「
童
謡
」
の
予
兆
歌
謡
と
し
て
の
意

味
が
あ
る
。
井
上
内
親
王
の
「
井
」
、
そ
し
て
光
仁
の
諄
「
白
壁
」
、
歌
謡

の
解
釈
と
歌
の
表
記
と
が
符
合
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
歌
謡
を
「
童
謡
」

た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
童
謡
」
の
歌
詞
の
文
字
と

「
童
謡
」
の
解
釈
と
の
相
関
関
係
は
、
「
日
本
書
紀
』
の
「
童
謡
」
の
よ
う

に
一
字
一
音
に
よ
っ
て
叙
述
す
る
方
法
で
は
成
立
し
得
な
い
。
光
仁
の
韓

で
あ
る
「
し
ら
か
く
」
を
一
字
一
音
で
な
く
「
白
壁
」
、
あ
る
い
は
「
白
壁
」

を
想
起
さ
せ
る
「
白
壁
」
の
文
字
で
記
す
か
ら
こ
そ
為
し
得
る
の
で
あ
る
。

世
間
で
流
行
し
た
歌
謡
が
、
事
件
の
予
兆
を
意
味
す
る
「
童
謡
」
で
あ

る
と
認
定
さ
れ
る
の
は
、
事
件
の
発
生
の
の
ち
、
「
識
者
」
の
知
を
通
じ

て
事
件
の
発
生
と
歌
謡
と
の
相
関
関
係
が
見
出
さ
れ
て
以
後
で
あ
る
。
「
識

者
」
の
解
読
以
前
に
、
（
１
）
の
歌
謡
が
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
表
記

で
記
さ
れ
て
い
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
（
１
）
の
「
童
謡
」
に
み
え
る
「
白
壁
」

の
表
記
に
は
、
歌
謡
が
抱
え
る
混
沌
の
奥
に
あ
る
予
兆
の
意
を
見
出
す
「
識

者
」
に
よ
る
解
読
の
関
与
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
識

者
」
に
よ
る
歌
謡
の
解
釈
と
「
童
謡
」
と
を
、
「
童
謡
」
の
叙
述
の
な
か

に
お
い
て
関
連
づ
け
て
い
る
の
が
、
訓
字
表
記
に
よ
る
「
白
壁
」
あ
る
い

-７１-
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『
日
本
書
紀
』
所
載
の
「
童
謡
」
と
『
続
日
本
紀
」
所
載
の
童
謡
と
の

比
較
を
通
し
て
、
後
者
の
「
童
謡
」
の
訓
字
表
記
と
、
歌
謡
を
事
件
の
予

兆
と
し
て
認
定
す
る
解
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
続
日
本
紀
』

と
同
様
に
一
字
一
音
の
表
記
で
は
な
く
訓
字
で
も
っ
て
「
表
相
」
の
歌
謡

の
記
す
『
霊
異
記
』
の
予
兆
歌
謡
に
お
い
て
も
、
歌
謡
の
文
字
と
歌
の
解

釈
と
の
相
関
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
以
下
、
中
巻
第
三
十
三
縁
と
下
巻
第

三
十
八
縁
に
み
え
る
「
表
相
」
の
歌
謡
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

は
「
白
壁
」
の
文
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
字
表
記
に
よ
っ
て
「
白
壁
」
と
記
す
こ
と
は
、
単
に
世
間
で
歌
わ
れ

て
い
た
歌
の
声
や
言
葉
の
痕
跡
を
文
字
と
し
て
記
す
と
い
う
意
味
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
歌
謡
が
抱
え
込
む
混
沌
の
深
奥
に
あ
っ
て
「
識
者
」
の
知
に

よ
っ
て
で
し
か
知
り
え
な
い
歌
謡
の
意
が
、
歌
謡
を
「
童
謡
」
と
し
て
叙

述
す
る
文
字
列
の
中
に
立
ち
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
事
件
を
予
兆
の
意
味
が
見
出
さ
れ
た
歌
謡
を
、
訓
字
と
音
仮
名
に
よ

る
文
字
列
を
通
し
て
「
童
謡
」
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
、
歌

謡
の
奥
に
潜
む
意
味
の
解
釈
と
歌
謡
と
を
結
び
つ
け
る
実
践
で
あ
る
と
い

え
る
。
い
わ
ば
「
童
謡
」
を
叙
述
す
る
文
字
も
ま
た
、
「
識
者
」
が
「
童
謡
」

が
抱
え
込
む
混
沌
よ
り
見
出
し
た
解
釈
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な

いか。「
童
謡
」
が
抱
え
る
混
沌
の
奥
に
潜
む
意
味
が
文
字
と
し
て
現
前
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
訓
字
表
記
の
「
童
謡
」
と
は
「
文
字
の
歌
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
「
文
字
の
歌
」
と
し
て
の
「
表
相
」
（
一
）

ｌ
「
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
三
縁
Ｉ

『
霊
異
記
」
に
お
い
て
最
初
に
「
表
相
」
の
予
兆
歌
謡
が
み
え
る
の
は

中
巻
第
三
十
三
縁
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
の
時
代
、
大
和
国
十
市
郡
巷
知
村

の
東
に
住
む
鏡
作
造
の
万
の
子
と
い
う
名
の
女
子
は
、
「
彩
の
帛
三
つ
の

車
」
の
品
々
を
送
っ
て
求
婚
し
て
き
た
男
と
「
閨
の
裏
に
交
通
ぐ
」
。
し

か
し
、
明
朝
に
女
子
の
両
親
が
様
子
を
見
に
行
く
と
、
女
子
は
頭
と
指
一

本
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
怪
異
證
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
怪
異
を

予
兆
し
て
い
た
と
さ
れ
る
歌
謡
（
ｄ
）
を
、
歌
謡
の
解
釈
に
つ
い
て
の
叙

述
と
併
せ
て
改
め
て
引
用
す
る
。

聖
武
天
皇
世
、
挙
国
歌
詠
之
謂

奈
礼
乎
曾
與
咋
爾
保
師
登
多
礼
阿
牟
知
能
古
牟
智
能
余
呂
豆

能
古
南
元
々
々
邪
仙
佐
加
文
佐
加
母
持
酒
之
利
法
万
宇

師
夜
万
能
知
識
阿
万
志
爾
々
々
々
々

（
…
…
）
乃
疑
、
災
表
先
現
。
彼
歌
是
表
也
。
或
言
神
怪
、
或

言
鬼
峡
。
樹
刷
割
１
樹
劇
制
昌
卦
捌
。
斯
亦
奇
異
事
。

「
表
相
」
の
歌
謡
の
第
一
句
は
「
汝
を
ぞ
嫁
に
欲
し
と
誰
」
と
求

あ

む

ち

婚
を
想
起
さ
せ
る
歌
詞
か
ら
は
じ
ま
り
、
第
二
句
の
「
阿
牟
知
」

よ
ろ
づ
の
こ

「
余
呂
豆
能
古
」
は
、
頭
と
指
を
残
し
て
喰
わ
れ
た
女
子
の
名
や
住
む
土

地
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
歌
の
前
半
部
は
一
字
一
音
で
表
記
さ
れ
る
。

し
か
し
以
降
は
音
仮
名
に
よ
る
表
記
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
訓
字
に
よ

る
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
童
謡
」
の
文
字
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
「
南
元
」
「
仙
」

「
法
」
「
知
識
」
と
い
っ
た
語
で
あ
る
。
中
田
祝
夫
氏
は
、
本
説
話
の
内
容

に
仏
教
色
は
み
ら
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
た
だ
し
、
歌
謡
の
中
に
は
、

破
戒
の
私
度
僧
を
非
難
し
た
内
容
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
」
と
指
摘
す

（７）る
。
中
田
氏
の
見
解
の
根
拠
に
は
、
歌
謡
の
な
か
に
仏
教
語
が
み
え
る
こ
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と
が
関
係
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
出
雲
路
修
氏
は
、
こ
の
歌

謡
を
「
仏
教
語
を
多
用
し
て
の
戯
笑
歌
」
と
捉
え
、
「
歌
の
歌
詞
そ
れ
自

体
に
は
奇
怪
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
仏
教
と
い
う
き

ら
び
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
織
り
こ
ん
で
、
男
た
ち
が
、
「
お
れ
た
ち
み
ん
な
、

お
ま
え
が
好
き
な
ん
だ
ぞ
」
と
、
女
に
か
ら
か
い
半
分
で
歌
い
か
け
た
も

の
。
語
音
の
連
想
か
ら
連
想
へ
と
展
開
す
る
歌
」
と
の
見
解
を
述
べ
て
い

る
。
「
表
相
」
の
歌
謡
に
お
け
る
仏
教
語
の
多
用
が
、
こ
の
歌
の
様
相
を

規
定
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。

で
は
、
先
の
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
訓
字
に
よ
る
予
兆
歌
謡
の
表
記

が
、
歌
謡
を
予
兆
の
意
と
認
定
す
る
解
釈
と
不
可
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ

の
「
表
相
」
の
歌
謡
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

鏡
作
造
の
女
子
で
あ
る
万
の
子
を
襲
っ
た
怪
異
の
解
釈
に
注
目
す
る
。

景
戒
は
、
こ
の
怪
異
に
つ
い
て
「
神
怪
」
「
鬼
咲
」
と
複
数
の
説
に
触
れ

た
う
え
で
、
「
覆
す
思
ふ
に
、
猶
し
是
れ
過
去
の
怨
な
り
」
と
結
論
づ
け
る
。

こ
の
女
人
の
死
の
事
件
か
ら
は
、
一
見
仏
教
の
要
素
の
介
在
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ゆ
え
に
「
神
怪
」
や
「
鬼
峡
」
と
い
っ
た
仏
教
の
見
知
と
は
異

な
る
事
件
の
解
釈
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
戒
は
、

こ
の
事
件
を
「
過
去
の
怨
」
つ
ま
り
、
悪
因
悪
報
の
因
果
応
報
の
論
理
を

通
し
て
理
解
し
て
い
る
。
景
戒
が
こ
の
事
件
を
「
覆
す
思
ふ
」
内
実
の
詳

細
は
本
縁
で
は
一
切
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
景
戒
が
こ
の
事
件
に
仏
法
の
論

理
を
見
出
す
具
体
的
な
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く

と
も
景
戒
は
女
人
の
無
残
な
死
が
、
女
人
の
過
去
生
に
起
因
し
て
い
る
と

い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
事
件
の
表
層
か
ら
は
窺
い
知
れ
な
い
女
人
の

死
の
向
こ
う
側
に
、
仏
法
の
因
果
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
見
非
仏
教
的
に
み
え
る
事
件
の
な
か
に
仏
教
の
要
素
を

見
出
す
景
戒
の
認
識
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
女
人
の
死
を
未
然
に

予
兆
し
て
い
た
「
表
相
」
歌
謡
の
表
記
と
関
係
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
歌
謡
の
歌
詞
の
な
か
に
み
え
る
「
南
光
」
「
仙
」
「
法
」
「
知

識
」
と
い
っ
た
語
は
、
歌
謡
を
事
件
の
予
兆
で
あ
る
と
す
る
解
釈
を
通
し

て
見
出
さ
れ
た
痕
跡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ば
歌
謡
の
叙
述
の
な
か

に
一
字
一
音
で
は
な
く
「
南
元
」
「
仙
」
「
法
」
「
知
識
」
と
い
う
か
た
ち

で
記
さ
れ
た
文
字
を
通
し
て
、
歌
謡
の
な
か
に
内
在
さ
れ
て
い
た
事
件
の

予
兆
を
示
す
力
や
事
件
の
因
果
関
係
に
仏
法
の
論
理
が
介
在
し
て
い
る
こ

と
を
、
歌
の
表
記
そ
の
も
の
が
明
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
聖
武
崩
御
か
ら
桓
武
即
位
に
至
る
歴
史
叙
述
の
一
端
を
為
し
て

い
る
下
巻
第
三
十
八
縁
の
歌
謡
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
以
下
、
下
巻
第

三
十
八
縁
に
み
え
る
歌
謡
の
う
ち
、
道
祖
王
は
じ
め
王
た
ち
の
獄
死
と
淳

仁
天
皇
の
廃
位
の
予
兆
と
さ
れ
る
歌
謡
（
ｅ
）
を
取
り
あ
げ
て
、
歌
謡
の

文
字
と
予
兆
の
解
釈
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

下
巻
第
三
十
八
縁
は
、
聖
武
が
命
終
に
お
よ
ん
で
、
孝
謙
と
道
祖
王
と

ウ
ケ
ヒ

に
よ
る
共
同
統
治
を
遺
詔
し
、
藤
原
仲
麿
に
遺
詔
の
遵
守
を
「
祷
」
さ

せ
る
。
聖
武
崩
御
後
、
遺
詔
に
基
づ
き
孝
謙
と
道
祖
王
と
の
共
同
統
治
が

敷
か
れ
る
も
の
の
、
道
祖
王
ほ
か
王
た
ち
は
殺
さ
れ
、
淳
仁
も
ま
た
廃
位

し
、
代
わ
っ
て
病
の
治
癒
を
契
機
に
称
徳
と
同
衾
し
た
道
鏡
の
台
頭
、
光

仁
即
位
、
桓
武
即
位
へ
と
至
る
。
こ
の
よ
う
な
聖
武
崩
御
以
降
の
政
治
の

動
向
の
変
遷
が
、
事
件
と
事
件
を
未
然
に
予
兆
し
た
「
表
相
」
と
の
関
係

を
通
し
て
語
ら
れ
る
。

四
「
文
字
の
歌
」
と
し
て
の
「
表
相
」
（
二
）

Ｉ
『
霊
異
記
」
下
巻
第
三
十
八
縁
Ｉ
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こ
う
し
た
下
巻
第
三
十
八
縁
の
歴
史
叙
述
が
、
聖
武
の
遣
詔
の
「
祷
」

の
話
よ
り
語
り
始
め
ら
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
「
祷
」
の
内
容
を

考
慮
し
な
が
ら
聖
武
崩
御
後
の
歴
史
叙
述
を
み
て
い
く
と
、
道
祖
王
ら
王

た
ち
の
失
脚
と
廃
太
子
は
、
聖
武
の
遺
詔
の
「
祷
」
の
破
棄
を
意
味
し
、

称
徳
と
道
鏡
に
よ
る
共
同
統
治
は
聖
武
の
意
向
と
反
す
る
共
同
統
治
の
実

現
を
意
味
す
る
。
い
わ
ば
、
下
巻
第
三
十
八
縁
の
展
開
は
、
聖
武
の
「
祷
」

（８）

を
起
因
と
す
る
歴
史
叙
述
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
聖
武
の
遺
詔
の
「
祷
」
の
破
棄
を
意
味
す
る
道
祖
王
の
獄
死

お
よ
び
王
ら
の
廃
太
子
や
淳
仁
の
配
流
を
未
然
に
予
兆
し
て
い
た
と
い
う

「
表
相
」
の
歌
謡
が
（
ｅ
）
で
あ
る
。

（
ｅ
）
年
少
失
王
最
失
王
也
破
注
非
綾
止
々
呂
支
彼
与
志
我
幾

何
売
命
衰
也
鮴
組
等
波
与
志
我
幾
売
命

冒
頭
の
詩
句
「
年
少
失
王
、
最
失
王
也
」
は
王
た
ち
の
失
脚
を
指
し
て

い
る
と
い
う
見
解
で
諸
説
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
以
降
の
句
の
解

釈
に
つ
い
て
は
未
だ
定
説
を
み
な
い
。
な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
は
「
鮴

か
れ
い

組
」
で
あ
る
。
諸
注
に
お
い
て
は
「
鮒
目
」
「
ヒ
ラ
メ
科
の
海
魚
」
の
こ

と
を
さ
し
、
黄
文
王
た
ち
や
藤
原
仲
麿
の
失
脚
を
指
す
と
い
う
見
解
で
概

（９）

ね
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
出
雲
路
修
氏
は
「
比
目
魚
」
の
こ
と

で
あ
ろ
う
と
し
、
「
比
目
魚
」
が
「
芸
文
類
聚
』
に
祥
瑞
と
し
て
あ
る
こ

と
を
根
拠
に
、
「
祥
瑞
で
あ
る
は
ず
の
比
目
魚
の
衰
弱
を
な
げ
く
。
天
皇

の
衰
微
を
危
倶
す
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
鮴
組
」
が
「
比
目
魚
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
比
目
魚
」
は
い
か
な
る
点
に
お
い
て
事
件
の
予

兆
の
意
と
関
わ
る
の
か
。

改
め
て
出
雲
路
氏
の
指
摘
す
る
「
芸
文
類
聚
』
の
記
述
を
中
心
に
、
「
比

目
魚
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
「
比
目
魚
」
は
『
芸
文
類
聚
』
第
九
十
九
巻
、

祥
瑞
部
下
に
「
爾
雅
日
、
東
方
有
比
目
魚
。
不
比
不
行
。
其
名
日
鰈
」
と

あ
り
、
ま
た
「
瑞
応
図
日
、
比
目
魚
者
、
王
者
明
徳
則
見
」
、
「
晋
郭
漢
比

目
魚
賛
日
。
比
目
之
鱗
。
別
号
王
余
。
雛
有
二
片
。
其
実
一
魚
。
協
不
能

密
。
離
不
為
疏
」
と
、
「
瑞
応
図
」
や
郭
瑛
の
賛
を
引
い
た
記
事
が
み
え

る
。
ま
た
、
「
一
切
経
音
義
』
の
「
東
鰈
」
の
注
と
し
て
「
貧
壼
反
。
比

目
魚
也
。
状
如
牛
脾
。
細
鱗
黒
色
爾
。
半
魚
各
有
一
目
相
合
乃
行
。
江
東

水
中
有
此
魚
也
。
俗
呼
王
余
。
説
文
魚
也
」
と
み
え
る
。
「
比
目
魚
」
と
は
、

東
方
の
辺
境
に
住
む
一
つ
目
の
魚
で
、
二
匹
が
並
び
身
体
を
合
わ
せ
て
一

魚
と
な
っ
て
は
じ
め
て
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
生
態
の
魚
で
あ
り
、
「
王
者

明
徳
則
見
」
を
現
す
祥
瑞
で
あ
る
と
い
う
。
時
代
は
下
る
が
、
『
延
喜
式
』

巻
第
二
十
一
、
治
部
省
・
祥
瑞
の
条
に
「
大
瑞
」
の
一
つ
と
し
て
「
比
目

魚
」
の
名
が
み
え
る
。

ま
た
、
『
戦
国
策
』
燕
巻
第
九
に
は
、
燕
王
に
献
上
さ
れ
た
書
簡
の
一

節
に

比
目
之
魚
、
不
相
得
即
不
能
行
。
故
古
之
人
称
之
。
以
其
合
両
而
如

一
也
。
今
山
東
合
弱
而
不
能
如
一
・
是
山
東
之
知
不
如
魚
也
。
（
中
略
）

今
山
東
三
国
弱
、
而
不
能
敵
秦
、
索
二
国
、
因
能
勝
秦
芙
。

と
み
え
る
。
「
比
目
之
魚
」
が
二
匹
で
一
体
と
な
っ
て
泳
ぐ
様
子
を
称
え

た
「
古
人
」
の
言
葉
を
あ
げ
、
秦
国
と
対
時
す
る
た
め
に
は
、
山
東
の
諸

国
が
連
合
し
一
体
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
進
言
す
る
内
容
で
、
「
比
目

之
魚
」
が
異
な
る
国
同
士
が
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
政
を
行
う
こ
と
を
尊

ぶ
瞼
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
二
匹
で
一
魚
で
あ
る
と
い
う
比
目
魚
の
生
態
は
、
聖
武
の
遣

詔
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
孝
謙
と
道
祖
王
と
に
よ
る
共
同
統
治
を
想

起
さ
せ
る
。
加
え
て
「
比
目
魚
」
の
「
王
者
明
徳
則
見
」
の
祥
瑞
と
し
て
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の
意
や
、
「
戦
国
策
』
に
み
え
る
諸
国
一
体
と
な
っ
て
政
を
行
う
こ
と
の

瞼
と
し
て
の
意
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
『
霊
異
記
』
の
歌
謡
（
ｅ
）
に
お

け
る
「
比
目
魚
」
を
意
味
す
る
「
餓
組
」
と
は
、
聖
武
の
遣
詔
に
基
づ
く

孝
謙
と
道
祖
王
と
が
一
体
と
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
共
同
統
治
を
さ
し
、

王
の
徳
を
現
す
祥
瑞
を
意
味
す
る
魚
と
重
な
る
統
治
で
あ
る
こ
と
を
示
す

瞼
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
歌
謡
の
「
衰
也
鮴
組
等
波
与
」
と
は
、

祥
瑞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
共
同
統
治
の
衰
退
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
「
鮴
組
」
の
二
字
を
含
む
歌
の
文
字
列
は
、
聖
武
の
遣

詔
に
基
づ
い
て
取
り
お
こ
な
わ
れ
た
孝
謙
と
道
祖
王
と
の
共
同
統
治
が
親

皇
の
滅
亡
に
と
も
な
い
破
棄
さ
れ
る
と
い
う
予
兆
の
意
味
を
、
歌
謡
の
歌

詞
の
文
字
列
の
上
に
現
出
さ
せ
る
叙
述
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

ないか。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
の
歴
史
叙
述
の

文
脈
に
お
い
て
は
、
道
祖
王
の
獄
死
に
よ
る
廃
太
子
は
、
「
祷
」
に
よ
っ

て
誓
約
さ
れ
た
聖
武
の
遣
詔
の
破
棄
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
巻

序
に
お
い
て
「
聖
皇
」
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
聖
武
の
御
世
の
終
焉
で
あ
る

と
と
も
に
、
遣
詔
を
藤
原
仲
麿
に
誓
約
さ
せ
る
言
葉
「
若
朕
遠
勅
失
之
者
、

天
地
相
憾
、
被
大
属
」
に
み
え
る
遺
詔
の
「
祷
」
の
破
棄
に
伴
う
「
大
属
」

（旧）

の
発
動
を
意
味
す
る
。
道
祖
王
ら
の
廃
太
子
に
よ
る
共
同
統
治
の
終
焉
を

「
鮒
組
」
の
衰
退
を
通
し
て
示
す
「
表
相
」
の
歌
謡
は
、
『
霊
異
記
』
が
語

る
「
聖
皇
」
聖
武
を
中
心
と
し
た
「
日
本
国
」
の
歴
史
の
転
換
を
語
る
歴

る
「
聖
皇
」
聖
武
を
中
心
と
し
た
「
日
本
国
」

史
叙
述
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
ま
と
め

以
上
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
童
謡
」
に
み
え
る
一
宇
一
音
表
記
で
は
な

く
、
訓
字
で
も
っ
て
予
兆
の
歌
謡
を
叙
述
す
る
「
続
日
本
紀
』
の
「
童
謡
」
、

『
日
本
霊
異
記
』
の
「
表
相
」
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
歌
謡
の
訓
字
表
記
と

予
兆
と
し
て
の
解
釈
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
世
間

で
流
行
し
た
歌
謡
の
な
か
に
潜
む
予
兆
の
意
が
解
読
さ
れ
た
と
き
、
解
読

さ
れ
た
予
兆
の
意
を
想
起
さ
せ
る
文
字
が
、
訓
字
に
よ
る
歌
謡
の
叙
述
を

通
し
て
、
歌
わ
れ
て
い
た
歌
謡
の
歌
詞
を
記
す
文
字
列
の
な
か
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
訓
字
で
表
記
さ
れ
た
予
兆
歌
謡
は
、

歌
謡
が
抱
え
込
む
混
沌
性
に
潜
む
意
味
を
、
文
字
列
の
上
に
現
出
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
事
件
の
予
兆
の
意
味
を
抱
え
た
「
文
字
の
歌
」
と

事
件
の
発
生
と
の
関
係
を
通
し
て
、
『
続
日
本
紀
』
で
は
新
た
な
皇
統
の

天
皇
の
誕
生
が
叙
述
さ
れ
、
『
霊
異
記
」
中
巻
第
三
十
三
縁
で
は
一
見
仏

教
と
は
無
縁
な
事
件
の
背
後
に
仏
法
の
理
法
の
存
在
が
示
さ
れ
、
下
巻
第

三
十
八
縁
で
は
「
日
本
国
」
の
「
聖
皇
」
聖
武
の
時
代
の
終
焉
が
語
ら
れ

る
。
誰
と
も
し
れ
ず
人
々
の
声
を
通
し
て
流
行
し
た
歌
謡
が
、
事
件
の
予

兆
と
し
て
の
意
味
を
抱
え
た
文
字
と
と
も
に
「
表
相
」
「
童
謡
」
と
し
て

叙
述
さ
れ
る
様
相
お
よ
び
歴
史
叙
述
と
の
関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

た
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
「
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
の
「
表

相
」
の
歌
謡
に
つ
い
て
も
、
予
兆
の
解
釈
と
歌
謡
と
の
文
字
と
の
関
係
に

着
目
し
な
が
ら
の
検
討
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別

稿
を
期
し
た
い
。

※
本
文
の
引
用
に
つ
い
て
、
『
日
本
霊
異
記
」
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
日
本
霊
異
記
」
（
中
田
祝
夫
校
注
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
九
月
）
に
よ

り
、
原
文
は
適
宜
修
正
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
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注
（
１
）
『
続
日
本
紀
」
光
仁
登
極
の
「
童
謡
」
に
つ
い
て
は
、
宮
岡
薫
氏

に
一
連
の
研
究
が
あ
る
（
「
白
壁
王
の
即
位
と
童
謡
の
表
現
」
（
「
国

語
と
国
文
学
」
第
七
五
巻
第
五
号
、
一
九
九
八
年
五
月
）
、
。
光
仁

即
位
前
紀
」
の
構
成
と
童
謡
」
（
真
鍋
昌
弘
編
「
歌
謡
雅
と
俗
の

世
界
」
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
九
月
）
、
三
続
日
本
紀
」
の
童
謡

の
表
現
ｌ
「
白
壁
・
好
壁
」
と
「
白
壁
・
好
壁
」
説
の
展
開
ｌ
」
（
「
甲

南
大
学
紀
要
」
文
学
篇
一
二
八
号
、
二
○
○
三
年
三
月
）
な
ど
）
。
「
白

壁
」
「
白
壁
」
の
古
写
本
の
表
記
の
検
討
と
「
白
壁
」
の
中
国
史
書

の
識
緯
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
に
佐
々
木
聖
佳
「
井
の

中
の
白
玉
考
ｌ
『
続
日
本
紀
』
童
謡
と
識
緯
説
ｌ
」
、
「
白
壁
沈
く
／

白
壁
沈
く
」
の
歌
詞
が
有
す
る
意
味
の
多
層
化
に
着
目
し
、
「
童
謡
」

の
中
国
的
知
に
加
え
て
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ァ
エ
ズ
の
神
話
と
の
関
係
を
追

究
し
た
論
に
稲
生
知
子
「
光
仁
登
極
の
〈
神
話
〉
Ｉ
『
続
日
本
紀
」

に
と
っ
て
の
童
謡
ｌ
」
（
「
古
代
文
学
」
第
四
十
八
号
、
二
○
○
九
年

二
月
）
が
あ
る
。

（
２
）
沖
森
卓
也
「
続
日
本
紀
の
述
作
と
表
記
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大

集
『
日
本
書
紀
』
三
（
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
二
月
）
、

『
続
日
本
紀
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
」
四
（
青
木
和
夫

ほ
か
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
六
月
）
、
催
馬
楽
は
日
本
古
典
文

学
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
（
土
橋
寛
ほ
か
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七

年
七
月
）
、
「
日
本
後
紀
」
は
国
史
大
系
本
（
黒
板
勝
美
編
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
三
四
年
）
に
よ
る
。
『
芸
文
類
聚
』
は
汪
紹
橿
校
『
芸
文
類
聚
』
（
中

華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
、
『
戦
国
策
』
は
何
建
章
注
『
戦
国
策
注
釈
』
（
中

華
書
局
、
一
九
九
○
年
）
、
雪
切
経
音
義
」
は
大
正
新
修
大
蔵
経
に
よ
る
。

な
お
、
漢
字
の
表
記
は
常
用
・
新
字
体
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。

系
『
続
日
本
紀
」
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
六
月
）
。

（
３
）
末
次
智
「
自
覚
す
る
メ
デ
ィ
ァ
ー
古
代
ワ
ザ
ウ
タ
の
変
遷
ｌ
」
含
想

像
す
る
平
安
文
学
３
言
説
の
制
度
」
勉
誠
出
版
、
二
○
三
年
五

月）。

（
４
）
『
霊
異
記
」
に
お
け
る
「
表
相
」
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
先
学
で
は
、

記
・
紀
に
記
さ
れ
る
「
童
謡
」
は
じ
め
予
兆
を
意
味
す
る
歌
謡
と
の

関
係
、
政
変
が
頻
発
す
る
動
向
に
伴
う
社
会
不
安
と
「
表
相
」
と
の

関
係
、
景
戒
の
歴
史
意
識
や
中
国
史
書
の
五
行
志
に
書
か
れ
た
「
童

謡
」
と
の
関
係
を
通
し
て
景
戒
の
思
想
に
迫
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
「
表
相
」
の
歌
謡
を
記
す
文
字
表
記
や
叙
述
の
思
考

に
つ
い
て
は
、
未
だ
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

中
村
生
雄
「
景
戒
の
回
心
と
『
日
本
霊
異
記
」
」
（
「
文
学
」
第

四
十
八
号
、
一
九
八
○
年
三
月
）
、
近
藤
信
義
「
霊
異
記
の
歌
謡
ｌ

下
巻
第
三
十
八
縁
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
古
代
文
学
」
第
十
九
号
、

一
九
八
○
年
三
月
。
）
、
宮
岡
薫
二
日
本
霊
異
記
』
歌
謡
の
表
現
ｌ

「
朝
日
さ
す
」
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
日
本
霊
異
記
研
究
会
編
『
日

本
霊
異
記
の
世
界
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
）
、
原
田
行

造
「
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
表
相
信
仰
の
世
界
ｌ
因
果
応
報
思

想
と
の
接
点
を
求
め
て
ｌ
」
含
日
本
霊
異
記
の
新
研
究
」
桜
楓
社
、

一
九
八
四
年
六
月
）
、
多
田
一
臣
「
わ
ざ
う
た
ｌ
呪
歌
」
亀
古
代
国

家
の
文
学
ｌ
日
本
霊
異
記
と
そ
の
周
辺
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八

年
）
、
近
藤
信
義
「
「
白
珠
は
ｌ
天
平
僧
の
嘆
き
」
Ｉ
芳
葉
集
」
と

仏
教
覚
書
ｌ
」
（
今
成
元
昭
編
『
仏
教
文
学
の
構
想
』
新
典
社
、

一
九
九
六
年
七
月
）
、
寺
川
真
知
夫
「
景
戒
と
表
相
」
含
日
本
国
現

報
善
悪
霊
異
記
の
研
究
」
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
三
月
）
、
武
田

比
呂
男
「
景
戒
の
夢
解
き
ｌ
実
践
者
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
『
日
本

霊
異
記
」
」
（
古
代
文
学
会
編
『
祭
儀
と
言
説
ｌ
生
成
の
現
場
へ
ｌ
』
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森
話
社
、
一
九
九
九
年
二
月
）
、
河
野
貴
美
子
二
日
本
霊
異
記
』
の

予
兆
歌
謡
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
史
書
五
行
志
・
『
捜
神
記
』
・
『
法
苑
珠
林
」

と
の
関
係
ｌ
」
（
「
説
話
文
学
研
究
」
第
三
十
七
号
、
二
○
○
二
年
六

月
）
、
永
藤
靖
「
景
戒
の
歴
史
意
識
と
御
霊
の
発
生
ｌ
『
日
本
霊
異
記
」

下
巻
・
第
三
八
縁
を
読
む
ｌ
」
含
古
代
仏
教
説
話
の
方
法
ｌ
『
霊
異
記
』

か
ら
『
験
記
」
へ
ｌ
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
○
○
三
年
三
月
）
な
ど
。

（
５
）
益
田
勝
実
「
詩
妖
の
方
法
ｌ
ワ
ザ
ウ
タ
語
源
考
ｌ
」
（
「
日
本
文
学

誌
要
」
第
二
十
三
号
、
一
九
八
○
年
二
月
）
、
津
田
博
幸
「
歴
史
叙

述
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
Ｉ
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
ｌ
」
二
生
成
す

る
古
代
文
学
』
森
話
社
、
二
○
一
四
年
三
月
）
、
同
「
和
歌
と
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
-
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
ｌ
」
二
生
成
す
る
古
代
文
学
」

森
話
社
、
二
○
一
四
年
三
月
）
、
増
尾
伸
一
郎
「
識
緯
・
童
謡
・
榮

惑
ｌ
古
代
東
ア
ジ
ア
の
予
言
的
歌
謡
と
そ
の
思
惟
」
（
小
峯
和
明
編

『
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
九
〈
予
言
文
学
〉
の
世
界
ｌ
過
去
と
未
来
を
繋

ぐ
言
説
」
勉
誠
出
版
、
二
○
一
二
年
十
二
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
６
）
吉
田
修
作
「
記
紀
に
み
る
言
霊
」
（
「
悠
久
」
第
一
四
○
号
、

（
９
）
多
田
一
臣
氏
は
、
「
「
鮒
目
」
に
同
じ
。
鰈
の
こ
と
・
」
と
し
、
「
黄

文
王
、
塩
焼
王
以
下
、
ま
た
藤
原
仲
麻
呂
ら
を
寓
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
」
と
す
る
（
多
田
一
臣
校
注
『
日
本
霊
異
記
」
下
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
月
）
。
ま
た
中
田
祝
夫
氏
は
、
ヒ
ラ
メ
と

は
別
種
の
「
硬
骨
魚
綱
ヒ
ラ
メ
科
の
海
魚
」
で
あ
る
と
し
、
「
か
れ

ひ
が
捕
ら
わ
れ
て
篭
の
中
に
あ
る
姿
は
、
偏
平
で
他
の
魚
類
よ
り
も

（
６
）
吉
田
修
作
「
記

二○一五年四月）。

（
７
）
新
全
集
本
頭
注
。

（
８
）
山
本
大
介
「
読
圭

年十二月）。

山
本
大
介
「
読
む
聖
武
の
遺
詔
と
ウ
ケ
ヒ
ー
『
日
本
霊
異
記
」

下
巻
三
十
八
縁
」
（
「
日
本
文
学
」
第
五
十
九
巻
十
二
号
、
二
○
一
○

よ
け
い
に
元
気
な
く
無
残
に
見
え
る
。
そ
れ
が
王
子
の
逃
れ
よ
う
の

な
い
哀
れ
な
運
命
を
思
わ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
（
小
学
館
新
日

本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
霊
異
記
』
頭
注
）
。

（
皿
）
山
本
前
掲
論
文
注
（
８
）
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
聖
武
崩
御
後
の

歴
史
認
識
お
よ
び
そ
の
叙
述
は
、
景
戒
が
自
ら
が
生
き
る
「
日
本
国
」

の
「
今
」
を
「
末
法
」
と
捉
え
る
認
識
と
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

山
本
大
介
「
「
人
家
々
」
と
「
聖
君
」
ｌ
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第

三
十
九
縁
の
転
生
誼
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
日
本
文
学
」
第
六
一
巻
第
九

号
、
二
○
一
二
年
九
月
）
、
同
「
末
法
の
経
典
と
説
話
ｌ
『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
第
三
十
三
縁
の
引
用
経
典
と
三
階
教
ｌ
」
（
「
古
代
学
研
究
所
紀

要
」
第
二
○
号
、
二
○
一
四
年
三
月
）
。

- ７７ -


